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アスレティシズム興隆の時期区分に関する一考察  

－「パブリックスクール」の出現と生徒数の変動と関連して－  

阿部 生雄   

DevelopmentalEpoehsintheRiseofAthleticism   

－InRelationtoEmergeneeof’PublicSchool’  
andtheTrendsofBoys’Enrollment－  

AI主EIkuo  

Abstract  

SportshistorianslikeP．C．McIntoshandJ．A．Mangansuggestedthatthegl－OWthofathleticism  

asamodernsplritofsportemergedby1850andl◆eaCheditzeIlitharound1875．However，itisstill  

uncertainwhatkindandsIateofpublicschooIsbroughtabouttheathleticism．Thisstudytriesto  
deflnetheperiodsofitsemergenceandpeakbymeansofthehistoricalstatisticssuchasenrollment  
Ofboysandboys’entrancetoしLniversities，OxfordandCaIllbridge．ThefocuswassetollSChooIs  

CategOrizedintothl－eegrOuPS：l）greatpL［blicschooIssuch乙ISE10n，WiIIChester，Westlninster，  

Charterhouse，St．Paul’s，Merchantlbylors’，Shrewsbul－y，Hal．rOWandRugby，2）elevatedgrammar  

SChooIssuchasrIbnbridge，Sherborne，alldUppingham，3）newpublicschooIsincludingproprietary  

SChooIssuchasChel【eIlhanl，Marborough，Rossall，Radley，LilnClllg，Haileybury，andClifton．  

Theconsequencesaresummarizedasfollows．1）SomeofgramlllarSChooIsbecameca11edas  

“prlnClpalschooIs”，”greatschooIs’’，Or“SeVenSChooIs”inthebeginnlIlgOfthenineteenthcentury，  

andtheconceptof“publicschool”wasapplicabletotheseschooIs．1ncI－eaSlnglnnumberofnew  

PublicschooIsduring］840and1880，theconceptwasbroadenedcoverlngSOmeOftheelevated  

grammarschooIsandnewpubIicschooIs・TheepochofthischilngeCOuldbeestirnated1860’s．2）  

Socialbackgroundsofboysin“greatschooIs’’inthelateelghteenthceIlturyWeremainlyfrom  

al－is【ocracy，gentry，PrOfession，andmiliLal●yClasses．Inthemidofthenineteenthcentury，aSaSul－Vey  

SuggeSted，thegreatm往lOrltyOFboyswel●efromgentry，landless－gelltry，こIndnew－risenmiddleclasses．  

3）Enrollmentofboysingrea＝）ublicschooIsincreasedsteadilysiI－Ce1840，andby1860’smostof  

thembecamebigschooIs，and【heconceptof“gl・eatpublicschool”est乙Iblished・Intheelevatedgl・ammar  

SChooIs，enrOllmentofboysincreasedrapidlyaboutlate1850’sandI860’s．Ontheotherhand，the  

trendsoftheenrollmentinnewpublicschooIswerevaried．MostofthemexperiencedriseaIldfall，  

asfarasenrollmentofboylSCOnCerI－ed・WhereasCheltenham，Mal・1boroughandCliftonincl・eaSed  

inl一し1mberofboysal－dbecal一一ebigschooIs，Rossall，Radley，al－dLanclngmaintainedtheirscale  

Sma11・4）In1860，33％ofnewresidentsofcollegesinOxfordilnd20％inCこImbridgewereoccupied  

byboysfromgreatpublicschooIstogetherwithCheltenhaIllandMarlborough．lIl1867，ninegreat  

PublicschooIs，CheltenhamaIldMarlboroughoccupied36％oftheundergraduatesofOxbridge・  

TheseeonsequeI－CeSfromhistoricilIstatisticssuggestthatlheiIICtPlenCeOfathleticisrnarose  
ilboし1t1840，andreacheditszenithsince1860’s．   

Key－WOrds‥Athleticisnl，PubIicSchoo】，ElitistSchool，Enro‖menlofBoys．  
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を示唆するだけでなく、アスレティシズムの生徒  

への普及度を推し量る上で不可欠な母数、各校に  

おけるアスレティシズムの現象規模を推定するた  

めの基礎的データとなる。従って、本研究は、ア  

スレティシズム興隆の社会的、歴史的原因を明ら  

かにすることをH的とするのではなく、今後のア  

スレティシズム史研究のために、生徒数や進路に  

関する歴史統計を用いて、その基礎的知見、特に  

アスレティシズム興隆の時期区分を可能にする画  

期を査定することにある。   

本研究では、19世紀に差別化されてきたグ  

レート・パブリックスクールと上昇グラマース  

クール、そしてそれらをモデルにして設立されて  

きた共同出資立学校を含めた新興パブリックス  

クール、という3つの型の学校に焦点を絞る。本  

研究では、グレート㌧パブリックスクールから寄  

宿制のWinchester（1382年設立）、Eton（1440年  

設立）、Shrewsbury（1552年設立）、Westminster  

（1560年設立）、Rugby（1567年設立）、Harrow（1572  

年設立）、Charterhouse（1611年設立）を、上昇グ  

ラマースクールからSherbone（1550年設立）、  

Tonbridge（1553年設立）、Uppingham（1584年設  

立）を、共同出資立学校を含めた新興のパブリッ  

クスクールからClleltellllatll（1841年設立）、  

Marlborough（1843年設立）、Rossal（1844年設立）、  

Radley（1847年設立）、Lancing（1848年設立）、  

Clifton（1862年設立）、HaiIeybury（1862年設立）  

を、パブリックスクールとアスレティシズムの歴  

史的研究で比較的言及される頻度の高さという観  

点から退出した（、  

2．パブリックスクールの設立動向：エリート校   

「パブリックスクール」の出現  

1868年のトーントン委員会報告書にグラマー  

スクールの設立年度別一覧表があるご5このリス  

トには775校と22校の設立年度不明の学校が記  

載されている。トーントン委員会の調査対象校が  

どのような年代に設立されたのかを知る上で貴重  

である√、報告書は、歴代の国王在位年代順に対応  

して学校の設立を記載している。（表1、図1）こ  

の統計によれば、トーントン委員会の調査した圧  

倒的多数のグラマースクールの起源は、18世紀  

以前であったことが分かる。1700年以前に設立  

された学校は624校で、設立年度の明らかな調査  

校の実に約80％に及ぶ。従って、その起源の古さ   

1．はじめに  

19世紀前葉にイギリスのパブリックスクール  

で萌芽したゲーム活動がアスレティシズム  

（athleticisnl：競技礼賛）へと成長し始めたのは、  

Mclntoshによれば、1950年頃からのことであり、  

その頂点は19世紀から20世紀への世紀転換期と  

エドワード時代であったという。）1一方、Mangan  

によれば、アスレティシズムがその頂点に達した  

のは、McIntoshの指摘よりも幾分か早い1875年  

頃からのことであった。2彼らの指摘するアスレ  

ティシズムの興隆時期が正しいとしても、その興  

隆がどのような状態のパブリックスクールにおい  

て生じたのか、またどのような成長の軌跡を辿っ  

たのかは、必ずしも十分に明らかにされていな  

い。彼らの説は、アスレティシズム興隆期のパブ  

リックスクールのより具体的な歴史調査から検証  

されねばならないのである、ノ本研究はアスレティ  

シズム史研究の手始めとして、「パブリックス  

クール」の生徒数の変動とエリート校化への動向  

を歴史統計から明らかにすることによって、アス  

レティシズムという競技精神の興隆と普及の時期  

を推測し、その画期を査定することを目的とす  

る。しかし、アスレティシズムの興隆の基盤とし  

ての生徒に注目し、その動向と数的動態をアスレ  

ティシズム史研究という視点から歴史統計的に綿  

密に分析した研究は存在しない。従って、本研究  

は、アスレティシズムのいわば「下部構造」とし  

ての生徒に注目し、アスレティシズム興隆の時期  

区分を可能とする画期を明らかにしようとする最  

初の試みとなる。   

本研究では、以下の4つの点からその画期を査  

定する。先ず、第一に伝統的な基金立グラマース  

クールの設立動向を傭瞑し、従来から存在してい  

たそれらの学校から幾つかの選ばれた「パブリッ  

クスクール」が差別化される動向を明らかにし、  

第二にパブリックスクールの生徒の出身階層を明  

らかにし、第三に入学者数の変動を明らかにし、  

第四に生徒の進路、特に大学への進学の動向を明  

らかにする こうした変動と動向を踏まえて、ア  

スレティシズム興隆の画期が仮説として提起され  

る。勿論、こうした基礎的な歴史統計が、アスレ  

ティシズム興隆との直接的な因果関係を明示する  

とは言い得ない。しかし、アスレティシズム興隆  

期の生徒数、生徒の進路、生徒の出身階層の調査  

は、パブリックスクール各校の経営基盤の安定度  
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表1．歴代の王と基金立グラマースクール設立数  

歴代の王と在位期間   学校数   
Wi＝iamIIからEdwardIVまで（1087L1485）   18   
HenrvVII（8／22，1485－4／21．1509）   17   
HenrvVll【（4／22，1509－1／28．1547）   63   
EdwardVI（1／28，15477／6，1553）   51   
Marv，（JuIv，1553－7／24，1554）   4   

Phi］ipandMarv，（7／25．1554L17／11．1558）   15   
EIizabeth，（11／17．1558－3／24．1603）   137   
JamesI，（3／24，1603－3／27，1627）   83   
Charlesl．（3／27，1625－1／30．1649）   59   
Commonwea）th．1／30．1649L5／29，1669）   43   
CharlesIl，（5／29．16602／6，1餌5）   81   
JamesII，（2／6，1685－12／11．1688）   19   
W紬amIII，（2／13，1689－11／27，1694）   34   
Anne，（3／8，1702－8／1，1714）   27   
Georgel，（8／1，1714－6／11，1727）   34   
Georgell，（6／11．1727－10／25，1760）   30   
GeorgetIl．（10／25，1760－1／29，1820）   30   
GeorgeIV，（1／29，1820－6／26，1830）   3   

Wil】iamIV．（6／26，1830－6／20，1837）   4   

Victoria，（6／20，1837－く1865〉）   23   
不明   22   
合計   797   

図1．基金立グラマースクールの設立年度別グラフ  

（トーントン委員会報告書より作表）  

は、「パブリックスクール」という地位を他のグ  

ラマースクールから区別する排他的要因ではな  

かったと言ってよい。通念上、パブリックスクー  

ルの最古の学校とされるWinchesterは8番目の位  

置にあり、Etonは14番巨＝二位置づけられている。  

うした設立動向をグラフにしたのが図1であ  

る。1000年から1865年までに設立されたグラ  

マースクールを1000年から1500年までを100年  

間隔で、1500年から10年間隔で統計処理したも  

のである。斎藤新治は「基金立文法学校は一因世  

紀末のイングランドに誕生し、一五世紀に徐々に   

発達し第一六世紀三○年代、国家の成立とともに  

政策に支持され、第一七世紀の前半に繁栄のピー  

クに達し、内乱と王政復古を経過して縮小してい  

く軌跡をえがいたイングランドに独自の性格を  

もった学校であるし これを古い文法学校とする  

と、新しい学校は一八世紀末から息を吹き返しつ  

つ第一九世紀の60年代以降パブリックスクール  

またはグラマースクールとして確立した地位を占  

め、第二十世紀の八十年代の教育改革を経過して  

その伝統の存在があらためて注目されている学校  

を指す」4としているが、まさに、トーントン委員   
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が、自らを差別化することによって固有の「パブ  

リックスクール」概念を形成し、獲得したのはい  

つ頃のことであろうかノヾブリックスクールは一  

般的に、（∋富裕な顧客を入れる階級的な学校、②  

費用のかかる学校、③地方的でない学校、④大  

部分が寄宿制である、（9国や地方の教育当局か  

ら独立しているが、個人が所有したり利益のため  

に営まれるものではない、というOgilvieの定義  

によって説明される。6しかし、BaInfol・dは、19世  

紀初期に（Dセヴン・スクールズと呼べる学校  

（ChartelllOuSe，Elon，Harrow，Rugby，Shrewsbury，  

Wes【millSter，Winchester）、②ノン・アングリカン  

の学校（非回教徒のグラマースクール）、③christ’s  

会に言及されたグラマースクールの設立動向は、  

斎藤の前半の指摘と一致するし   

一方、今日のインディペンデント・スクール年  

鑑でHMC（HeadMasters’conference）に加盟  

している所謂「パブリックスクール」の設立年度  

を調べると、大筋同じ傾向をとりつつも、Ⅰ9世紀  

半ば頃から新設のパブリックスクールが増加1する  

傾向が見られる。5（表2、図2）このことは、19  

世紀中葉頃から、中産階級の教育要求を背景にし  

て、新旧グラマースクールが「パブリックスクー  

ル」としてのステータスを獲得しようとする競争  

時代が到来したことを示唆している。   

しかし、イギリスの幾つかのグラマースクール  

表2．HMC加盟パブリックスクールの設立動向  
（IlOO－1980）  

設立年度  学校数  設立年度  学校数  設立年度  学校数   
1100   1 1640 3  1820   4   

1200   1 1650 1 1830 6   

1300   3  1660   2  1840   17   

1400   6  1670   1 1850 14   

1500   2  1680   0  1860   19   

1510   5  1690   1 1870 9   

1520   1 1700 1 1880 12   

1530   2  1710   1 1890 5   

1540   13  1720   3  1900   3   

1550   20  1730   0  1910   4   

1560   1740   2  1920   5   

1570   2  1750   0  1930   5   

1580   3  1760   0  1940   0   

1590   6  1770   0  1950   

1600   4  1780   1 1960 0   

1610   5  1790   2  1970   

1620   4  1800   2  1980   2   

1630   2  1810   6  合計   224   

図2．HMC加盟パブリックスクールの設立動向  

（1100－1980）   
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から、次第により「公的」な側面を含む「学校」  

教育へと移行し始めたことをも示している。つま  

り、寄宿制パブリックスクールは親の代行として  

家庭教育の機能を再構成すると同時に、より社会  

的な道徳基準と教養、大英帝国の指導者というイ  

ギリスのナショナルな要求に沿って生徒の資質を  

養成する、「公」教育の機関としての性格を形成  

して行くのである。   

しかし、こうした教育要求の変化に即座に対応  

できたのは、新興パブリックスクールであった。  

1830年代頃から新設されてくるパブリックス  

クールの急増は、国教派、非国教派を問わず、こ  

うした点での信頼を上昇志向の新興中産階級から  

獲得したことを示している－1830年代6校、1840  

年代17校、1850年代14校、1860年代19校、1870  

年代9校、1B80年代Ⅰ2校というように、今日の  

HMCに加盟しているパブリックスクールの34  

％に当る77校が1830年代から1880年代にかけて  

設立されたのである。本研究で扱うCheltenham  

（184Ⅰ）、Marlborough（1843）、Rossall（1844）、Lancing  

（1848）、Clifton（1862）、Haileybury（1862）という  

有名校は、そうした部類の「グレーl‥スクール」  

を模倣した新興パブリックスクールであった。  

1864年には、クラレンドン委員会報告書におい  

て、CheltenhiImとMal・lboroughの教育は、グレー  

ト・スクール、即ち「パブリックスクール」の教  

育に匹敵するものと評価されるまでになった。し  

かし、次第に評価を高めたそれらの新興パブリッ  

クスクールが「パブリックスクール」として認知  

されるのは、Uppinghamの校長EdwardThiringの  

提唱によってⅠ869年に結成された「校長協議会」  

（Headmaster，sConference）を契横としてであっ  

た。、1860年代には、「パブリックスクール」は狭  

義の「セヴン・スクール」やクラレンドン委員会  

の扱った9校の「グレートスクール」という範  

囲を越えて、新興パブリックスクールにまで拡大  

されはじめたのであったし、それは、イギリス中等  

教育におけるエリート教育をめぐる競争の激化と  

序列化の始まりでもあった  

3．パブリックスクールの生徒の出身階層  

19世紀の「パブリックスクール」概念の変化と  

生徒の動向とに、どのような相関がみられるので  

あろうか。19世紀初頭、「パブリックスクールは  

未だ試練の時であった。歴史的重要性は明らかに   

Hospital（主として貧しい者のためのグラマース  

クール）が存在していたとし、このうちの第一の  

系譜から「パブリックスクール」という通念が派  

生したとしている。7この指摘は、大筋、Ackerman  

によって1816年に出版された学校史の指摘と符  

合する。そこでは、Winchester，EIon，Westminsler，  

Charterhouse，St．Paul’s，MerchantTaylors’，Harrow，  

Rugby，Christ，sHospitalの9校が抜われている。H  

ここではShrewsburyを除く「セヴン・スクpル」  

が、通学制のSt．Paし1I，sやMerchan【Taylors’、そし  

てChrist，sHospitalを含めて、「GrealSchooIs」、  

「PrincipaISchooIs」や「PublicSchooIs」と呼ばれ  

ていたことが分かる。よく知られているように、  

1861年にクラレンドン委員会はWinchester，Eton，  

Westminster，Charterhouse，St，Paul’s，Merchanl  

Taylors，，H乙IrrOW，Rugby，Shrewsburyという9校の  

教育を調査した。9その報告書（1864）以後、「パ  

ブリックスクール」は、クラレンドン委ii会が調  

査したようなある特定のグレートスクールを意  

味する用語として理解され始め、他の「グラマー  

スクール」から差異化する用語として通念化した  

といってよいであろう。このように、19世紀前葉  

噴から幾つかのダラーマースクールが他のグラ  

マースクールから差別化され始め、次第にグレー  

ト・スクールとしての「パブリックスクール」と  

いうステータスと概念を形成したと考えてよいで  

あろう。   

一方、19世紀になると、古典主義的なグラマー  

スクールは、ギリシア語とラテン語の教授という  

伝統的な性格を維持しつつ、新興中産階級の教育  

要求（自然科学、現代外国語、地理・歴史等）を  

吸収し、帝国主義的拡張の中で新たなエリート養  

成機関を確立しようと模索し始めた。哲学的急進  

派や非国教派アカデミーの世俗的、実際的、科学  

的教育の要求は、エディンバラレヴュー誌等の古  

典主義教育批判のキャンペーンとして展開された  

が、それらの教育要求の一部はTonbridgeのV．  

Konx，Shrewsbury校のS．ButIer，RugbyのT．Arl－01d  

等によって、新たな「パブリックスクール」の教  

育内容に統合され始めた。10いくつかの伝統的な  

グラマースクールは、哲学的急進派の功利主義的  

教育批判、非国教派の英国国教会批判を換骨奪胎  

して、19世紀型の「パブリックスクール」を創出  

し始めたのであったここの過程ほ、支配階級の教  

育が、かつての主流的な致育形態である家庭教育  
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十分でなく、両親も学校を信用していなかった」】1  

と言われる。1768年、1798年、1818年にEtonで  

学生の叛乱が、1774年、1778年、1793年、18Ⅰ8  

年にはWinchesterで、1797年と1822年にはRugby  

で、1818年にはHarrowで学生の暴動が生じた。12  

産業革命、フランス革命の余波、階級闘争の激  

化、時代は明らかに変革と騒擾の兆候を示してい  

た。親は学校よりも家庭教育に信頼を置いてい  

た。18世紀における出身階層別の教育種別は、  

NicholasHa11Sの研究によって明らかにされている  

が、それによると貴族階級は、多くの場合、グ  

レートパブリックスクールに自分の息子を送り  

込んでいるが、グラマースクールに息子を委ねる  

ことは殆どなかったと言えよう。しかし、郷紳・  

ジェントリー階級はグレートリマブリックスクー  

ルや家庭教育によって息子達を教育する傾向が強  

く、更に「プロフェション」と呼ばれる職業に就  

く牧師や医師や法律家の子息の教育はグレート  

パブリックスクール、グラマースクール、家庭教  

育の三つの教育種別にほぼ三分されている。り  

（表3、図3）   

貴族、郷紳・ジェントリー、プロフェショナル  

ズ（知識階級）、軍人・官吏を18世紀の支配階級と  

して捉えると、彼らの教育は、グレート・パブ  

リックスクールに綴らの約33％が、次いで家庭  

教育に約27％が、グラマースクールに22％が依  

存していた。この統計数値は、Bamfordの、親た  

ちが「学校を信用していなかった」という指摘に  

微妙な解釈の余地をもたらす。というのも、支配  

階級の子弟教育の約55％がグレート・パブリッ  

クスクールやグラマースクールに依存していたこ  

とになるからである。しかし、ここで調査された  

各階級の人数が、その階級全体の人口のどの程度  

の割合なのかが不明であることから、Balllfordの  

指摘を間違いとして退けることはできない。いず  

れにせよ、19世紀になると、こうした支配階級の  

表3．18世紀における生徒の出身階層  

階級／教育形態  グレートパ  
ブリックス  
クール   

貴族   109   3   0   8   40   160   

郷紳・ジェントリー   198   95   50   199   553   

専門職（牧師，医師，  
法律家等）   223   191   75   70   191   750   

軍人，官吏，商人   111   132   52   73   76   444   

自作農，職人，小売商  
人，工場農場助人   29   89   40   63   87   308   

合計   670   510   178   264   593  2215   

図3．Ⅰ8世寿己支配階級の教育形態   
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教育は、家庭教育から次第にパブリックスクール  

やグラマースクールに移行したと考えられ、同時  

に、グラマースクールの「パブリックスクール」  

化を導き始めたと考えられる。  

1841年から1850年にかけてのグレート・パブ  

リックスクール7校の生徒の出身階層を見ると、  

ジェントリー階級が最も大きな数を占めている。  

（表4、図4）19世紀になると、はっきりとジェン  

トリー階級が、家庭教育よりも子息の教育機関と  

してEton，Winchester，Rugby，Harl・OW，Weslminster，  

Charterhouse，Shrewsburyというグレp r‥スクー  

ルに注［Ⅰし始めたと言ってよいであろう，こうし  

た動向はパブリックスクールが、新興の中産階級  

（土地を持たないジェントリー）を含む、より広  

範囲な支配階級の教育要求に応じた教育権関とし  

て確立し始めたことを示していると言えよう。14  

1850年以後におけるパブリックスクールにお  

ける生徒の階層別統計は今後の課題として残され  

ているが、トーントン委員会報告書に載せられて   

いる戸締吏のW．FaI－「の言及は、イングランドに  

おける中産階級と上流階級の人口を明らかにして  

いる点で注卜lに佃する。】5それによれば、1861年  

におけるイングランドの中産階級と上流階級に所  

属する5歳から20歳までの男子数は、同年代男子  

全人口の約14％であった。（表－5）1864年当時の  

中産階級と上流階級に所属するイングランドの  

10歳から15歳の男子は161，194人で、15歳から  

20歳の男子は150，262人であると推測している。  

これは、各年齢層に約3万人の中産階級と上流階  

級の男子がいたことを示めしている。このこと  

は、その多くが「パブリックスクール」やグラ  

マースクールに進学する傾向を強めていたことを  

勘案するとき、約3万人の入学者をめぐって、グ  

レートパブリックスクール、上昇グラマース  

クール、新興パブリックスクールに差異化された  

学校間での競争が激化する一方で、「パブリック  

スクール」概念が学校間較差を越えて拡大し、汎  

化し始めたことを示唆していると言えよう。  

表4．Ⅰ9世紀グレート・パブリックスクール7校生徒の出身階層  

地主ジェントリー   
土地を持たないジェントリー   

有爵貴族  689    2321    1212  聖職  703  専門職  207  軍人  288  企業・農業  54  合計  5474   

図4．川世紀グレート・パブリックスクール7枚の出身階層   
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表5．イングランドにおける中産階級、上流階級の児童数  

年   階級，男女／年齢   5－10歳  10－15歳  15－20歳  合計   
1861  上流階級t中産階級男子   163，104  147，381  133，203  443，688  
全階級男子   1，172，960  1，059，889  957，930  3．190，779  
上流階級・中産階級女子   162，846  145，351  135，537  443，734  
全階級女子   1，171，106  1，045，287  974，712  3，191，105  
上流階級・中産階級男女   325．950  292，732  268，740  887，422  
全階級男女   2，344，066  2，105，176  1，932，642  6，381，884   

1864  上流階級．中産階級男子   178．121  161，194  150，262  443，688  
上流階級・中産階級女子   り7．874  158，763  148，044  484，681  
上流階級■中産階級男女   355．995  319．957  298，306  974，258   

4．生徒数と入学者数の変動   

アスレティシズムが成長を遂げた19世紀にパ  

ブリックスクールの生徒数はどのように変化した  

のであろうか。アスレティシズムが一種のパブ  

リックスクール精神となったということは、この  

時期に長期的なスパンで生徒数が増加したことを  

予測させる。しかし、それはいつ頃から、どのよ  

うな増加の仕方をしたのであろうか。クラレンド  

ン委員会に7校の調査対象校が回答したⅠ840年  

から】861年までの生徒数をまとめたのが表6とl茎1  

5である。Ⅰ6   

EtoIlは1840年代に600名規模から700名規模に  

なり、1859年には800名規模に増加している。  

WinclleSteI－は1840年代にⅠ30から140名規模で  

あったが、40年代末頃から100名を割る減少傾向  

に転じて、1日60年頃に130名を回復する。  

Westminsterは1840年代前半には80名規模の学校  

であったが、40年代末には130名規模の学校に成  

長した。Charterhouseは減少の傾向を辿った。1840  

年初期の130名規模の学校であったが、40年代半  

ばに180～190名規模に伸びたが、50年代頃から  

減少に転じ、60年頃には120名規模の学校になっ  

ている。一方、Hal・Ⅰ・OWは急成長を遂げた・1840年  

代半ばまで100名前後の規模であったが、1847年  

以後300名を越える規模となり、柑53年には400  

名を越え、18（iO年頃には500名規模の学校を展望  

できるようになっていた。Rugbyは、1841年から  

Ⅰ860年にかけて、幾分かの浮沈を経験するが、500  

名弱、460名以上の規模を維持できる比較的安定  

した学校であった。寄宿制をとらない通学制の  

MerchantTaylors’も、常時260名規模の学校とし  

て定着していた。Eton，Harrow，Westminsterの生  

徒数ははっきりと増加を示したが、Charterhouse  

を除く他の学校は徴用の傾向を示しているりしか  

し、各校における生徒数の増加時期に注IJする  

と、Et（）Ilは1843年から1848年頃までと、1857年  

からIR61年にかけて、WiIIClleSterはⅠ840年から  

1846年にかけて、Westminsterは1848年以後、  

Charterhouseは1843年から1854年頃にかけて、  

Harrowは1846年以後、Rugbyは1842年から1854  

年頃までと1859年以後となっている。全ての学  

校で1840年代に増加期を経験している。このこ  

とは、1840年代に「グレート・スクール」がその  

ステータスを確立したことを示唆する また、幾  

つかの学校でみられる186（）年頃からの増加傾向  

は、グレート▲スクールの大規模校化を示唆して  

いる。  

1840年から1860年にかけて見られた生徒数の  

増加は、基金立のグラマースクールで「collegers」  

とか「scholars」と呼ぼれた各校の定款で定められ  

ていた給費生（fu一一dationers）の数を、「OPPidans」と  

か「townboys」と呼ばれた自費生（coITH110nerS）が  

凌駕し始めたことを意味する。つまり、質しい生  

徒を仝卜昼一から集め、基金という「慈善の使用」に  

よって教育しようとした基金立グラマースクール  

の基本的機能が変質し始めたことを示している。  

実際、クラレンドン委員会の調査の目的の一つ  

は、こうした変質を9つのパブリックスクールの  

基本財産の運用から明らかにし、それぞれの基金  

の意1叉lを確認させ、現状に即した定款を定めるよ  

う指導する点にあった。1860年代以後、日章生の  

増大はこうして公認され、「パブリックスクール」は  

「死手保守」としての基金を運用する慈善的な教育  

機関と、営利を基礎とする高額な教育機関として  

の二面性をはっきりと備えて行くのである。17   

一つの例として、Eto11の生徒数の変化を、もっ  

と長期的な統計から確認してみよう。（凶6）生  

徒数の変化を17りt年から189R年の間を約3年お  

きにみると、l針世紀には400名前後であったもの  

が1810年代以降に約600名に、1850年代には800   
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名前後に、柑70年代にほ1000名へと、ほぼ右肩上  

がを）で生徒数が増加しているのが理解できる。18  

Etollの場合は恒常的な生徒数の増加を19世紀全  

体にわたって示しているが、その過程は、「慈善の  

使用」という貧しい生徒への教育から、はっきり  

と裕福な支配階級のための教育機関、即ち最も典  

型的で先導的な19世紀的「グレート・パブリック  

スクール」への変質を意味していたと言えよう。  

→方、Eto】1以外のグレート・パブリックスクー  

ルの生徒数の動向はどのようなものであったのだ  

ろうか∵資料の関係上、年度毎の生徒数は分から  

ないが、1836年から1900年までのWinchester，  

Shrewsbury，Charterhouse，Rugbyにおける入学者数  

の年度別変化を集計してみると、多少の増減を繰  

り返しつつも、1830年代と1840年代の入学者数  

を1900年までに大幅に増やしているJ9（表7、図  

表6．グレート・パブリックスクールの生徒数の変動（18401861）  
（クラレンドン委員会報告書より）  

年／学校  Eton   Winchester  Westminster  Charterhouse  Merchant  

TayIors   

1840   593   130  134  

1841   635   127  135  362   

1842   660   129   85   138   259   114  400   

1843   716   134   77   156   260   90  438   

1844   741   140   85   173   260   79  468   

1845   760   145   85   192   259   117  476   

1846   777   148   95   186   266   221   478   

1847   709   112   104   185   266   314  491   

1848   653   107   124   176   258   342  480   

1849   645   101   137   167   267   361   463   

1850   625   86   136   165   260   381   4t；1   

1851   644   84   132   157   275   389  466   

1852   597   84   138   176   264   392  464   

1853   613   78   137   178   263   413  414   

1854   602   84   141   162   258   416  412   

1855   616   73   133   133   247   431   346   

1856   666   68   125   127   257   425  325   

1857   744   77   129   125   262   440  316   

1858   758   90   140   126   265   478  365   

1859   801   96   131   123   265   488  462   

1860   818   116   123   123   264   490  464   

1861   829   131   136   125   262   499  467   

図5．グレート・パブリックスクールの生徒数の変動1840－1861  
クラレンドン委員会報告書   
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図6．ETON生徒数の変化179l1898  

表7．グレート・パブリックスクール入学者数の変動18401900  

年  口）  ②  ③  ④   
1871  87  59  43  117   

72  107  57  76  101   

73  95  52  123  72   

74  98  55  166  130   

75  101  67  162  153   

76  90  46  150  142   

77  99  51  120  150   

了8  110  55  137  124   

79  92  56  132  136   

80  95  62  140  115   

81  102  53  138  129   

82  101  63  144  124   

83  93  80  144  135   

84  108  85  153  109   

85  89  75  160  100   

86  105  68  169  116   

87  104  65  189  128   

88  106  88  142  137   

89  107  107  126  138   

90  96  94  180  140   

91  92  81  130  160   

92  107  87  143  

93  100  104  144  

94  98  82  157  

95  90  88  145  

96  101  85  152  

97  95  93  132  

98  90  84  175  

99  92  95  146  

1900  107  94  164  

年  団  ②  ③  ④   
1840  62  26  121   

41  55  40  124   

42  59  44  145   

43  63  47  158   

44  73  48  172   

45  72  42  36  145   

46  53  23  34  149   

47  29  20  32  140   

48  39  25  39  144   

49  39  28  42  129   

50  35  25  30  148   

51  39  27  38  148   

52  39  31  43  121   

53  28  27  45  111   

54  41  34  29  95   

55  35  32  17  90   

56  38  35  29  82   

57  59  41  31  95   

58  42  30  26  147   

59  47  40  27  186   

60  59  33  26  143   

61  65  55  22  130   

62  63  50  34  142   

63  54  65  35  171   

64  71  62  42  160   

65  73  52  35  161   

66  93  38  28  156   

67  64  65  36  160   

68  88  55  36  159   

69  116  54  31  135   

70  100  61  35  146  

①winchester②shrewsbury③charterhouse④Rugby  

Shrewsburyは1845年から60年まで20名から40  

名の入学者数であったが、1861年以後、50名か  

ら60名の入学者数となり、1884年からは80名か   

7）winchesterは当初60名前彼の入学者数であっ  

たが、1864年からは70名以上となり、1869年か  

らは90名から川0名規模の入学者数になった。  
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図7．グレート・パブリックスクール入学者数の変動  

用4（）－Ⅰ900  

ら1OO名の入学者数に増えた。Chal・terhoし1Seは1872  

年にロンドンからサリーへ移転したことから・一挙  

に大規模校化した。当初30名から40名の入学者  

数であったものが、1873年以後、140字．から16（）  

名の入学者を受け入れる学校に変化した。Rugby  

は1830年代80名の入学者数を前後したが、39年  

以後、幾分かの浮沈を繰り返した後、110名から  

17（）名の生徒を集める学校となった。1838年の80  

名の入学者数は、Ⅰ891年に2倍のl（iO字．に達した。  

図7からも読み取れるように、1860年代から70年  

代頃を境として、いずれの学校も1830年代の入  

学者数を越える生徒を安定的に確保していること  

が分かる。既にクラレンドン委員会報告書の  

1840年から1860年におけるグレート・パブリッ  

クスクール9校の生徒数の増力‖が1840年代噴か  

ら始まっていたことを指摘したが、ここで調査し  

た4校の入学者数の変動は、1840年代の増加傾向  

がほ5い軒代に低迷し、再び】860年噴から増加基  

調に転じたことを示している。このことは、各校  

が設立当初の定款を改定し、自費生の定員を増加  

させたことと関係していると考えられる。また、  

各校の生徒数は入学者数の数倍存在することか  

ら、こうした生徒数の増大は、明らかにl㌢世紀  

初期のパブリックスクールのイメージを一変させ  

る規模の「グレート・パブリックスクール」の出  

現をもたらしたと言ってよいだろう。アスレティ  

シズム興隆期の寮、教室、学校施設、運動場等の   

整備と拡充は、こうした生徒数の増大と密接に関  

連していたと考えられるtJ   

こうしたグレートパブリックスクールに追随  

しようとして19世紀に成長を遂げた古い基金立  

の上昇グラマースクールと新興のパブリックス  

クールでは、入学者数の変動にどのような傾向が  

あるのだろうか。姑初に、「パブリックスクール」  

へと脱皮を遂げようとして1上昇を試みた古い基金  

を持つ学校に注目してみよう。ここでは、1553年  

設立のTonblうdge、1555年設立のSherborne、1584  

年設立のUppingha111の3校における1840年から  

1900年の入学者数の変化に注目する。2り（表8、岡  

B）sherborlleは、1862年頃から50名の入学者を  

越え、1883年には90名を越えて100名の入学者  

を展望できる状態に至るが、次第にその伸びを減  

少させている。これに対して、典型的な上昇グラ  

マースクール（elevaledgrammarschool）としてよ  

く言及されるUppinghamとTonbridgeは急成長を  

示している。共に60年代噴から50名の入学者を  

集める安定的な学校となり始め、Uppinglla111は、  

Eton出身のEdwardThring校長（1853、1887年ま  

で校長職）の下で、約100名前後の入学生を集め  

る中規模の先進的な「パブリックスクール」へと  

変身を遂げたのであった。彼はこうした自信をも  

とに、他の学校の校長たちに働きかけ、1869年に  

13校の校長によって構成される校長評議会を結  

成したことほ間違いない。この評議会の結成は、   
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表8，上昇グラマースクールの入学者数の変化1840－t900  

年  ①  ②  ③   
1880  45  74  96   

81  47  80  95   

82  69  86  96   

83  62  93  103   

84  47  92  100   

85  60  87  90   

86  45  71  102   

87  58  79  89   

88  39  72  94   

89  47  43  93   

90  101  23  118   

91  131  35  97   

92  101  42  ＝5   

93  123  56  104   

94  124  54  109   

95  114  47  112   

96  126  49  122   

97  106  50  117   

98  103  46  115   

99  121  59  129   

1900  95  153   

年  ①  ②  ③   
1860  52  26  54   

61  30  32  60   

62  34  54  67   

63  46  61  103   

64  55  60  71   

65  52  68  106   

66  41  68  95   

67  65  60  87   

68  47  54  83   

69  64  84  83   

70  67  74  95   

71  79  70  97   

72  78  65  89   

73  69  64  118   

74  66  71  73   

75  77  75  74   

76  71  80  82   

77  59  71  83   

78  73  75  99   

79  65  70  86  

年  ①  国  ③   
1840  12  43  43   

41  15  39  25   

42  13  32  21   

43  32  35  13   

44  70  28  7   

45  52  16  8   

46  45  29  22   

47  36  28  15   

48  40  21  23   

49  39    15   

50  35  45  19   

51  30  36  17   

52  34  23  17   

53  32  28  12   

54  32  32  18   

55  27  18  23   

56  50  36  20   

57  50  31  37   

58  52  38  58   

59  50  26  50  

（DTonbridge②sherborne（卦Uppingham  

図8．上昇グラマースクールの入学生数の変化1840－1900  

半から】860年頃に始まっており、1880年までに  

安定した中規模の「パブリックスクール」に成長  

していたといってよいであろう。   

一方、新興パブリックスクールの入学者数の変  

化を、Clleltenham，Marlborougll，Rossa11，  

Radley，Lancing，Haileybury、Cliftonの事例か  

ら見てみようc21（表9、図9）cheltenhamは、設  

立時の1841年に145名の入学者から出発し、早く  

も56年には203名へと飛躍した。以後、1870年   

「パブリックスクール」というステータスの汎化  

を示す象徴的な出来事でもあった。以後、この評  

議会への加盟が「パブリックスクール」の品質証  

明となり始める。′40年代には10名規模の入学生  

しか募集できなかったTonbridgeも、50年代には  

50名規模の学校となり、60年代から70年代に60  

名から70名規模に、1890年からは常時100名以  

上を募集する中規模校へと転身したのであった。  

上昇グラマースクールの「上昇」は、1850年代後  
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表9．新興パブリックスクールの入学者数の変動18411900  

年  同  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  年  小  同  せ  ④  ⑤  ⑥  国   
1841  】45  1871  211  】30  81  25  39  92  139   

42  】36  72  199  175  82  23  35  79  154   

43  】20  203  73  187  152  68  37  46  】16  り7   

44  95  4】  79  74  192  144  63  26  32  88  198   

45  86  49  1】7  75  169  155  75  48  35  105  178   

46  123  161  76  】86  154  74  37  4l  106  165   

47  101  68  3  77  】80  159  86  37  46  99  192   

48  104  167  33  30  78  】94  152  79  17  44  97  】96   

49  126  102  43  28  79  175  158  71  19  37  129  】86   

50  】20  75  31  47  8t〕  164  】46  87  35  50  174  154   

51  152  85  79    30  81  】87  143  95  33  56  132  】52   

52  156  66  78  19  30  82  191  166  94  32  52  127  194   

53  151  87  79  19  19  83  177  159  97  45  62  129  】67   

54  194  75  67  46  26  84  144  171  90  35  58  126  】59   

55  187  101  63  39  23  85  164  153  96  48  43  139  156   

56  2（）3  104  57  40  17  86  133  161  89  44  51  133  160   

57  179  134  79  30  36  87  114  143  69  42  36  127  152   

58  167  127  72  29  17  88  123  171  73  46  60  1】2  174   

59  192  128  121  38  23  89  164  153  114  4】  34  68  142   

60  189  126  113  28  16  90  164  155  124  42  44  119  173   

61  184  140  133  28  27  91  166  146  109  49  40  166  153   

62  193  147  83  22  25  57  76  92  163  151  94  40  18  169  151   

63  236  125  103  39  29  】34  】50  93  159  166  110  48  36  149  139   
64  225  146  100  26  43  94  87  94  150  153  84  54  34  】30  】33   
65  199  142  113  31  29  93  73  95  16l  143  83  34  46  127  158   

66  194  134  100  28  37  86  93  96  185  140  81  39  18  134  144   

67  209  123  98  20  27  89  115  97  195  138  95  35  18  124  144   

68  182  】57  80  28  36  】05  104  98  172  156  82  52  38  124  128   
69  186  153  86  26  28  89  114  99  171  172  100  57  27  114  147   

70  190  88  80  17  27  94  140  1900  148  155  127  55  28  】33  148   

①cheltenham，②Marlborough，③Rossa”．④Rad）ey．⑤Lancing．⑥Hai［eyb。rγ，⑦ciift。。  

匡惇．新興パブリックスクールの入学者数の変動1841－1900  
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代まで200名前後の入学者を受け入れる大規模校  

となったが、80年代からは平均160名前後にF降  

した。MaI・1boroughは、203名の入学者をもって  

1843年に開校したが、その後、46年と48年に160  

名を越える入学者を獲得したものの、1854年ま  

で100名を割る傾向が続いたノ1855年頃から回復  

基調となり、130名から170名の入学者を維持す  

る安定した大規模校となった。1844年設立の  

RossaIlはその年に79名、翌年に117名の新入生  

を受け入れた。1846年から50年までの年間毎の  

入学者数は名簿の不備から明らかにできないが、  

この間に2Ⅰ5名が入学した「，1859年には121名、  

61年にはⅠ33名を達成したが、67年頃から88年  

頃には70名から90名を前後する入学者数に減少  

した。ほ89年からは幾分かの浮沈をともなった  

が、平均して100名規模の入学者を維持するよう  
になった。1847年に設立されたRadleyは、その  

当初から80年代初期まで、平均30名前後の入学  

者を受け入れる小規模校であった。1883年頃か  

ら40名を越えることが増え、94年頃から50名強  

の入学者の期待できる学校となった。184R年設  

立のLanciIlgは小規模校であり続けた。アングロ・  

カソリックのWoodal・d系列の最初の学校であっ  

たが、英国国教会の傍流であることが入学者の数  

に反映していると考えられる。30名の入学者を  

もって創設され、基本的にその規模は用8（）年頃  

まで維持された。その後88年まで50名から60名  

の入学者を迎え入れたが、それ以後1900年まで、  

再び30牽1を割ることもある状態に戻った「，ほ62  

年設立のHaileyburyは、設立の翌年に134名の入  

学者を獲得したが、その後72年頃まで、平均90  

名前後の新入生を受け入れる学校であった。その  

後19（）0年まで、1880年の174人、92年の169人  

を最大として、平均130名前後の入学者を維持し  

ている。同じ年に設立されたCliftonは、翌年の  

1865年に150名の入学者を迎えた。以後、IOO名  

から140名規模の入学者であったが、1872年以  

後、150名から200名弱の新入生を受け入れる大  

規模校になった／しかし、Ⅰ883年頃から次第に入  

学者が減少し、1900年まで130名から】60名規模  

の入学者数となった。新興パブリックスクールの  

入学者数の動態は、全体の学校が必ずしも増加に  

向かったとはいい得ない。その殆どが設立当初の  

入学者数を前後する、浮沈を伴う変化を示してい  

る。今回調査した学校で、19世紀末までに、入学  

者数を急増させたものはない。生徒の獲得によっ  

て示される新興パブリックスクールの経営の安定  

は、19世寿己を通じて、想像以上に困難であったと  

思われる。また、「パブリックスクール」のステー  

タスをめぐる競争も学校間において俄烈なもので  

あったことを推測させる。   

グレート・パブリックスクール、上昇グラマー  

スクール、新興パブリックスクールにおけるこう  

した生徒数、及び入学者の全般的な傾向は、生徒  

の獲得競争が激化したことを推測させる。全ての  

それらの学校は、「グレート・パブリックスクー  

ル」モデルであり、同質的な学校を志向していた  

からである。上昇パブリックスクールや新興パブ  

リックスクールで生徒数の伸びが見られ始めるの  

は、多くの場合185（）年代から60年代頃からのこ  

とであった。そして、こうした時代に、いわゆる  

Ⅰ9世紀的な「パブリックスクール」という概念が  

汎化し始め、そのステータスが確立したのであっ  

た。しかし、こうした19世紀的「パブリックス  

クール」のステータスは、学校の規模や生徒数に  

還元できるものではなかった。次にそうした排他  

的なステータスをもたらした、もう一つの要因、  

生徒の進路と進学について検討しよう。  

5．生徒の進路と進学：エリートの創出   

新興rll産階級の台頭した19世紀に「パブリッ  

クスクール」のステータスを決定付けた重要な要  

因として生徒の進路があった。Bamfordが指摘す  

るように、「一つの学校は、徴′トではあっても、全  

国的な教育制度の本質的部分として見なされても  

よい。こうした制約の範囲で、パブリックスクー  

ルはヴィクトリア時代の特定の社会階層を満足さ  

せるために出現したのである。学校ほ有能な人材  

を養成することによって、また当該の学校の影響  

が全生涯に及び、その生徒の経歴が成功あるいは  

失敗を導く、という憶測によって判断された。パ  

ブリックスクールの名声は、特にリーダーシップ  

や政府にふさわしい人々を創出するというその憶  

測的な能力に依拠していた」22といえる。「パブ  

リックスクール」という新たな意味の形成は、実  

際、こうしたエリート創出をめぐる一種の「神  

話」の誕生と関連していた。エリートの創出の可  

能性に応じて、学校の社会的名声の序列は決定付  

けられた。RugbyとHarrowの生徒が最初につい  

た仕事を調査したものがある。（表10）それによ   
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表10．ラグビー校、ハロー校生徒の卒業後の進路Ⅰ830～1880  

1830  9  28  13  12  3  3  3    0  0    40   

1835    19  9  8  0  0  0    0  0  4  21   

1840  21  22  9    4  5  3  0    0  4  39   

1845  35  19  12  23  2  4  7  5  0    3  32   

1850  38  15  15  16  5  5  9  2  0  4  10  28   

1855  20  9  16  9  4  5  6    0  0  2  18   

1860  26  16  27  7  5  9  14  2  3  3  3  28   

1865  19  13  26  13  10  18  17  4  3  2  2  34   

1870  18    19  8  2  34    3  4  5  5  21   

1875  15  7  24  8  5  30  23  5  5  12  2  18   

1880  8  5  22  5  6  26  7  6  2  3  13   

1830  14  8    8  0  4  0  0  0    3  26   

1835  7  6  3  10  0  2    0  0  0  0  8   

1840  4  3  2  3  2  2  3  0  0    0  

1845  14  9  10  16  2  6  2  0  ■  2  4  9   
1850  36  12  14  22    8    2  0  3  7  16   

1855  42  13  25  23    9  3  0    0  0  22   

1860  39  9  19  26    8  9  2  4  2  10  33   

1865  26  9  13  19    24  16    2  4  5  38   

1870  37  5  21  22  5  2ヰ  12    2  7  6  27   
1875  32  9  22  21  2  23  13  3    9    23   

1880  33  4  18  5  8  21    2  3  3  4  53   

1830  23  36  24  20  3  7  3  ■  0    4  6（∋   
1835  18  25  12  19  0  2  0  0  4  29   

1840  25  25    15  6  7  6  0  4  50   

1845  49  28  22  43  4    9  5    3  7  41   

1850  74  27  29  39  6  13  10  4  0  7  17  44   

1855  62  22  41  32  5  14  9  0  2  40   

1860  65  25  4（；  33  6  17  23  4  7  5  13  61   
1865  45  22  39  33    42  33  5  5  6    72   

1870  55  16  40  30  7  58  23  4  6  12    48   

1875  47  16  4（；  29  7  53  36  8  6  21  3  41   
1880  41  9  40  10  14  47  22  9  9  5  7  68   

れば、Rugbyの卒業生は1830年代から40年頃ま  

で教会や聖職関係の仕事、軍隊、官吏や行政や政  

治家等を志望する者が多かったが、40年代以後、  

軍隊や法曹関係に進む者が増え、60年代には植  

民地や海外に雄飛する者、1870年以後には企業  

関係への進出者が富に増加している。Harl・OWの  

場合、Rugbyと異なり、聖職に進む者は一貫して  

少ないが、1850年以降、軍人、法曹人、行政官や  

政治家を多く輩出しており、1865年以後になる  

と、やはり企業関係に進む者を増加させている。  

両校を併せてみると、1830年からⅠ880年にかけ  

て一貫して、軍隊、聖職、法曹界、行政・政治と  

いった領域に数多くの人材を輩出し、1860年代  

頃から次第に企業関係や植民地や海外での事業に  

就く者たちが増えている。23こうした傾向は、パ  

ブリックスクールが、支配階級の職業領域に、極  

めて多くの人々を送り出していることを示してい   

る。そして、こうした支配階級のルートの確立こ  

そが、いわゆるⅠ9世紀の「パブリックスクール」  

の概念を形成した最も大きな要因であったと言え  

よう。   

しかし、どのような学校が「パブリックスクー  

ル」の19世紀的概念の形成を先導したのであろ  

うか。この点を大学進学における実績から考察し  

てみよう。大学進学に関して、クラレンドン委員  

会とトーントン委員会の双方は、異常なほどの関  

心を抱き、その情報を正確に掌握しようとしてい  

た。ここでは、この二つの委員会の報告書を基に  

して、柑60年代における大学進学から見た「パブ  

リックスクール」の地位と序列を明らかにしよ  

う。クラレンドン委員会はOxford大学の24学寮  

（Colleges及びHalls）とCanlbridgeの17草案に在  

籍するアンダーグラデュエイト全員の出身校を調  

査した。（表Il）   



表11．グレートパブリックスクール9校のオックスブリッジ進学状況1861年  〕
か
 
 1．オックスフォード大学  

学校／学寮   A  B  C  D  E  F  G  H  口  J  K  L  M  N  0  P  Q  R  S  T  ∪  ∨  W  X  合計   
Eton   6  25  6  19  4  口  3  口  6  6    77  4  2  164   
Winchester   2  4  ロ  B  4  口  14  4  2  5  5  2  3  4  60   

Westminster   2  21  28   

Charterhouse   3  4  2      2  3  2  23   

St．Paul’s   3   

MerchantTaylors  2  2  17  2  27   

Harrow   12  25  3  14  2  2  8  9  4  28  5  4  2  3  122   

Rugby   14  14  3  12  5  6  3  2  4  7  10  14  2  5  5  106   

Shrewsburv   2  2  7  2  17   

9校合計   41  72  17  57  20  8  阻  9  2  23  25  19  150  27  24  3  叩  20  4  0  0  口  2  4   558   

草案の生徒数   76  121  36  180  80  78  団  54  4  64  112  47  218  72  67  52  86  87  69  12  22  21  皿  74  1674   

オックスフォードの学寮：A：University，B：Balliol，C：Mer・tOn，D：Exceter，E：OrieL，F：Queen’s，G：NewCollege，H＝Lincoln．l：AIESauIs，J：Magdalen，）：Brasenose，  
K：CorpusChristi．L：ChristChurch，M‥Trinity．0：StJohns，P＝JesusIQ‥Wadham▼R＝Pembroke，S＝Worcester・T＝St・ALban’sHall・  
U：St．EdmundHall，∨：St．MaryHall．W：NewlnnHal［，X：MagdalenHalL  

一
三
三
、
丁
重
 
 
 2．ケンブリッジ大学   

学校／学寮   a  b  C  d  e  q  g  h  u  【  k    m  ∩  0  P  q   
Eton   5  18  5  48  2  
Winchester  2  

Westminster  2  16  

Charterhouse   6  2  

St．Paul’s   2  

MerchantTaylors  2  3  

Harrow   3  3  2  2    3    70  

Rugbv  5  2  4  28  2  

Shrewsburv   2  2  13  5  4  
9校合計   5  3  3  15  14  4  18  4  口  4  4  25  皿  185  6  口  口   
草案の生徒数   36  41  26  124  77  65  18  43  35  50  80  237  28  500  70  45  8   

ケンブリッジの学寮：a：St．Peter’s．b：Clare．c：Pembroke，d：GonvilleandCaius，e：TrlnityHall．f：CorpusChristi，  
g：King’s．h：Queen’s．i：St．Catherines．」＝Jesus，k：Christls．［＝St・John’s．m：MagdaLene．n：Trinity，  
o：Emmanuel．p：SidneySussex，q：Downing・  
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1861年のミカエルマス学期に、Oxford大学の  

各学寮の名簿に記載されている学生の総数は  

1674名で、Cambridge大学ほ1483名であった。そ  

のうちOxfoI・dでは558名、全体の学生の33，3％が  

調査対象の9校の出身者であった。Eton164名、  

Ha－TOW122名、RugbylO6名、Winchester60名、West－  

minster28名、MerchantTaylors’27名、Charterhouse  

23名、Shrewsbury17名、St．Paul’sll名という内訳  

であった 一方、Cambridge大学では、305名、全  

体の学生の20．5％がこられらの9校の出身者で  

あった。Harrow89名、Eton85名、Rugby44名、  

Shrewsbury29名、Westminster22名、St．PauI’s17  

名、CharterhouselO名、MerchanrTaylors’7名、  

Winchester2名という内訳であった。しかし、こ  

うした在学者数に学校の規模を重ねてみる必要が  

ある。各校の1860年の在校生数は、Eton818名で  

9校中最大規模の学校で、Harrow490名とRugby  

467名は中規模校、WinclleSter，Charterhouse校、  

Shrewsbury校は130名前後の小規模校であった。24  

オックスブリッジにおけるパブリックスクールの  

勢力図からみると、Eton，Harrow，Rugbyの存在が  

大きいが、Winchesterのような小規模校の生徒の  

オックスフォードへの進学率が驚異的に高い点も  

注意する必要がある。いずれにせよ、Oxfol・」では  

3人に→人が、Cambridgeでは5人に一人がグレー  

ト・パブリックスクール9校の出身者なのであっ  

た。（図10、図1】、図12、図13）   

一方、トーントン委員会は、1867年5月に、グ  

レートパブリックスクール9校を含めた基金立  

グラマースクールとオックスブリッジ生との関連  

を調査した。ノ ここではグレート・パブリックス  

クール9校とMarlborough，Cheltenhamが一つのカ  

テゴリーを形成し、その他のグラマースクール  

（139校）、共同出資立学校（43校）、私立学校（31  

校）、家庭教師、海外や植民地の学校、というカ  

テゴリーがたてられている。Oxfbl・d大学では名簿  

に記載のあるアンダーグラデュエイト1857名の  

内、1360名73．2％から、Cambridge大学の場合、  

1909名の内、1043名54．6％から回答を得た。  

Oxfo】・d大学では、グレートパブリックスクール  

囲10．グレート・パブリックスクールの生徒が  
オックスフォード大学生に占める割合  

図12．グレート・パブリックスクールの生徒が  

ケンブリッジ大学生に占める割合  

□ Eton  

■ Har「ow  

□ Rugby  
□ Winchester  

［コ WestmlnSter  

コ Merchant  
Tay】ors  

t Charter†℃uSe  

■ Shrewsbury  

lr St．Paul′s  

図Il．オックスフォード大学におけるグレート・  

パブリックスクール出身者の比較  
図13．ケンブリッジ大学におけるグレート・  

パブリックスクール出身者の比較   



阿部生雄  38   

後1年以内にOxfordとCarnbridgeの学寮に入学し  

た生徒数の調査結果から見てみよう。表－13が示  

すように、極めてはっきりした序列が1867年に  

見出される。26っまり、Eton，Rugby，Harrow，Win－  

chester，Marlborough，Cheltenhamで上位7位を占  

め、更に上位20位以内にグレートパブリックス  

クール9校すべてが位置づいている。（表13）  

1860年代には、はっきりとエリート校としての  

「グレート・パブリックスクール」の概念が形成  

され、オックスブリッジに最も確実に接近し得る  

エリート教育機関の差別化が進展していた。．そし  

てアスレティシズムの興隆は、こうしたエリート  

教育機関でまずもって生じ、エリートの肉体的、  

精神的資質に影響を与え始めたと考えられるので  

ある－）  

9校とMarlborough，Cheltenhamを加えた11校の  

占有率は、回答のあったOxfol・dの在校生（アン  
ダーグラデュ 

エイト）1360人中、550人の40．4％  

を占め、同様にしてCambridge大学でほIO43人  

中、243人で23．3％を占めている。両者を合計す  

ると、仝2206人中、793人で36％に及ぶ。学校の  

カテゴリー別にOxfordとCarnblidgeに進学した学  

生の割合をみたのが表12と図14である。25オック  

スブリッジの進学者の約3．5人に一人がグレート  

パブリックスクールとMarlborough，Cheltenharr）の  

出身者なのである。   

こうしたエリート教育機関の創出とエリート教  

育機関への上昇は、他のグラマースクールや新興  

パブリックスクールに織烈な競争をもたらしてい  

たく：この点を、ある学校に2年以上在籍し、離学  

表12．学校種別オックスブリッジ進学者数  

学校のカテゴリー／大学   Ox．1  Ox．2  Cam．1  Cam．2  合計   

グレートハブリックスクール．マールハう，チェルけム   487   63   207   36  793   

上記以外のグラマースクール（139校）   352   24  295   30  701   

共同出資立学校（43校）   123   21   108   18  270   

私立学校（31校）   16   5   29   5   55   

家庭教師   123   15   116   24  278   

スコットランドとアイルランドの学校   30   8   18   2   58   

植民地及び外国   23   3   22   3   51   

合計   1154   139   795   118  2206   

図14．学校種別オックスブリッジ進学者数の割合   
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表13．学校別OXBRIDGE進学者数（上位23校）  

学校名   Oxford  Cambridg  Total   

Eton   121   40   161   

Rugby   65   44   109   

Harrow   71   36   107   

Mar［borough   59   17   76   

Winchester   69   5   74   

Cheltenham   28   13   41   

Repton   12   24   36   

Shrewsbury   13   22   35   

Uppingham   12   23   35   

Ross訓   16   17   33   

MerchantTaylors’   20   7   27   

Westminster   15   8   23   

Brighton   22   

King’sCo［［ge   22   

King’sCo［［geSchooI   7   15  22   

Manchester Grammer School 15   6   21   

RadIey   16   5   21   

St．Pau）’s   10   21   

BradfieId   17   3   20   

Charterhouse   15   5   20   

Birmingham   9   9   18   

Bromsgrove   14   4   18   

Tonbridge   10   8   18   

結 論   

本研究は、「バブリソクスクール」というアス  

レティシズムの温床となった私立の中等教育棟関  

の最も基礎的な程営基盤であり基礎的単位である  

「生徒」の出身階層、生徒数と入学者数、進路の  

動向に焦点をあてて、アスレティシズム史研究の  

考察に不可欠な基礎的知見、特にその興隆の時期  

区分を可能とする画期を査定することにあった。  

歴史統計を用いてアスレティシズム興隆期におけ  

るパブリックスクールの状態を調べた結果、次の  

ような諸点が明らかになった。  

（1）グラマースクールの設立動向の統計から、  

Ⅰ9世紀の初め頃までに、伝統的なグラマース  

クールの中からprincipaIschooIs，greatSChooIs，  

sevenschooIs等と呼ばれる学校が出硯し、他のグ  

ラマースクールとの差別化を遂げ始めた。それら  

のグラマースクールが1840年頃までに次第に  

「パブリックスクール」という名称で呼ばれるよ  

うになり始めたn また、1830年代から18SO年に  

かけて新設の「パブリックスクール」が急増し、   

SeVenSChooIsやgreatschooIsとしてのパブリック  

スクール概念を脱して、より汎化された19世紀  

的「パブリックスクール」概念を生み出した。  

（2）Ⅰ8世紀には、19世紀に「グレート・パブ  

リックスクール」と呼ばれるようになる学校やそ  

の他のグラマースクールに通っていた生徒の出身  

階層は圧倒的に貴族階級、郷紳・ジェントリー、  

プロフェショナルズ（知識階級）、軍人・官吏階  

級であった。しかし、支配階級のかなりの部分  

は、依然として上流階級の典型的な教育形態であ  

る家庭教育に依存していた。19世紀（1841－50）に  

なると、グレート・パブリックスクールの生徒の  

出身階層は、有爵貴族の数そのものが少ないこと  

から、主に地主ジェントリー、土地を持たない  

ジェントリー（新興中産階級）となり、その階級  

の大部分が家庭教育からパブリックスクールやグ  

ラマースクールの教育に依存するようになった。  

またこうした動向は、幾つかのグラマースクール  

の「パブリックスクール」化を導いた。  

（3）クラレンドン委員会の調査対象となった   
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一方、1867年の調査によると、グレート・パブ  

リックスクール9校とChelteIlham，Marlboroughを  

加えたⅠⅠ校の出身者がOxfordとCa】11bridgeのア  

ンダーダラデュエイトに占める割合は、3（iパー  

セントにも及ぶものであった。1867年には「パブ  

リックスクール」の間に、はっきりとした差別化  

とエリート校の序列化が進展していた。   

アスレティシズム史研究を展望する時、特にパ  

ブリックスクールの入学者数と生徒数の変動は、  

アスレティシズムの興隆時期だけでなく、それを  

更に区分できるような幾つかの画期を象り出し  

た。第一の画期はアスレティシズムが成長し始め  

たIR4（）年頃であり、第二の画期はアスレティシ  

ズムがその隆盛期に達し始める1860年頃である。  

そうした画期の仮説は、調査対象校の範囲の拡大  

と、統一的で長期的な歴史統計の作成を待って検  

証されねばならない。またこうした歴史統計によ  

るアスレティシズムの興隆時期の仮説は、ゲーム  

の組織化動向と重ね合わせて再考される必要があ  

る。そうした綿密な検証を経た興隆の時期区分  

は、依然として今後の課題として残される。  
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edition，HoraceHart，1905，St．Peter．sCo11ege，Radley．   

Regisfer，J847－19J2・EditedbyWickhanlLegg，third   

edi（ion，L912，TheLancjngRegister・ANewEdition、   

reviseda・－dcoJ】tjnued【01912，byA．J，K．EsdailこlI－d   

OfheI・S，Meyers，BJ■00ksヱ‖1dC（），19Ⅰ3，Jlaj】eybuI‘y   

Re∈isler1862－1910，editedbyL．S．Mi血rd，わur【h   

edition，RichardCl；lyandSons，Ⅰ910，を参照してグ   

ラフを作成した「 

220p・Cil・Barnford，T・W・，P・2O9・  

231bid・，P・211・  

240p．cit・，（ReportoftheClarel－donCommission，  

1864），VOl・11，Appendix，P31・  

250p．cit．，（ReportoftheTauntoI－Commission，1868）   

AppendixVII，Tablell（p．161）を参照．  

26Ibid・，AppendixVtI，TablelIl，pp・162－163・   




